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でかけYO！通信をお届けします。今号は交流会や講座のご報告、事業所
アンケートの結果やガイドボランティア募集状況などを掲載しています。

令和5年12月6日水曜日、はーと友神奈川において
「ガイドボランティア交流会とフォローアップ講座」
を開催しました。

当日は7名のガイドボランティアの方にご参加いた
だき、自己紹介や日頃の活動の様子などをお話しいた
だきました。

交流会のあと開催したフォローアップ講座は「NPO
つばさ・さぽーと」の方に知的障がいについてお話し
いただき、皆さん真剣に聞き入っていました。

事前アンケートと、講師からの回答

●音に敏感で特定の音で走り
出してしまうときの対応は？

●支援対象者の学齢が上がるに
つれ突発的な対応が困難になっ
た。どうすれば？

落ち着いた声で話しかけたり視覚的な情報を提示する。
イヤーマフ等グッズを使っての対応も検討する。
手をつないだり本人との間で壁になるなどして対応する。

突発的な行動に対して、安全に配慮した「動作の静
止」と本人にあった「行動の調整」を行う。本人を理
解したうえで、行動の理由を探り、根気よく支援して
いくことが必要。

わかりやすく話す。自信を持てるように話す。適切に
サポートする、など。

接触過敏の方もいるが、手をつないで安心する方もい
る。手の届く範囲で見守りをする。

ガイドボランティア交流会＆フォローアップ講座を開催しました

ガイドボランティアの方から寄せていただいた質問に、当日講師の方が答えてくださいました。

なお上記対応はケースバイケースです。移動情報センターは今後も障がい理解講座や交流会
などを通して、障がい児・者の支援に努めてまいります。

●ダウン症 児、登校支援の対応
について

●歩行時の立ち位置について



令和5年9月、事業所アンケートを実施しました。前回、令和3年8月に実施した際は、神奈
川区内のみを対象としましたが、今回は神奈川区も対応している西区、保土ヶ谷区、港北区、
鶴見区まで範囲を広げ、計98事業所にアンケートを送付させていただきました。
ご多用中にかかわらず、回答をいただきました事業者の方にはお礼申し上げます。

順次、ご挨拶方々訪問させていただいております。その際はよろしくお願いいたし
ます。

ガイドボランティア事業は、障がいのある方が外出するとき、必要となる付き添いを行っ
たボランティアに奨励金が支払われる横浜市独自の事業です。
ご登録は毎年年度末更新で、既に登録していただいている方には、更新手続き

をお願いしています。登録完了書類は、３月中に順次発送いたします。
みなさま、本会ガイドボランティア事業へのご協力の程、お願い申し上げます。

在住地区 対象者 相談内容
子安通 今春小学校入学予定児 自宅から小学校まで登校に付き添ってほしい
新子安 今春小学校入学予定児 自宅から小学校まで登校に付き添ってほしい
浦 島 今春小学校入学予定児 小学校から放課後児童デイへ一緒に行ってほしい
西寺尾 20代 自宅から大口にある通所先へ一緒に行ってほしい

（帰宅時も付き添い希望）

地域限定ボランティア⼊⾨講座を開催しました
令和6年1月17日水曜日、菅田地域ケアプラザで「ボランティア入門講座」を開催しました。

今回は移動情報センターをボリュームアップした内容で、ご紹介させていただきました。
今後も各地域に出向き、ボランティア講座を予定しています。その際はチラシや

広報等でお知らせしますので、ぜひご参加ください。

事業所アンケートを実施しました

ガイドボランティア募集中！

ガイドボランティア登録・登録更新のお願い

その他、通学通所等の付き添いに関するご相談があります。詳細はお問合せください。メールで連絡が可能な⽅は、下記のQRコードを読み取ってください。
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